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環境センター建設
地用地の取得
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標

　環境センター建設用地約５．７ｈａに
ついは、平成２６年度に県有地の約
２．６ｈａを取得しており、平成２７年度
は、残りの国有地約３．１ｈａを取得す
るために国・県との事務協議及び諸
手続を行う。

　計画の前提となる国有地の取得について
は、建設工事のスケジュールに支障をきたさな
いよう、取得手続に関する国・県との事務協議
を行い、年度内に所有権移転登記の手続きを
行う。
　先ず、熊本県が国有地を取得し、その後、県
から市が取得する予定である。

市民環境部③

②
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　環境センター建設事業の進捗に滞
りがないよう、進行管理に努めてい
く。
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環境センター建設
工事に係る基本設
計・実施設計

①
具
体
的
目
標

　環境センターの平成３０年４月の供
用開始を目指し、平成２７年度は基
本設計・実施設計業務を行う。
　平成２７年４月から９月まで基本設
計、平成２７年１０月から平成２８年３
月までを実施設計期間とし、平成２８
度からの建設工事着手に向け事業を
進めていく。

　受託事業者との協議を密に行いながら、設計
業務の進行管理を徹底していく。

【基本設計業務期間】
　平成２７年４月～平成２７年９月

【実施設計業務期間】
　平成２７年１０月～平成２８年３月

【主な設計対象施設等】
　〇エネルギー回収施設（焼却施設）
　○マテリアルリサイクル施設（資源物処理）
　〇管理棟（事務所・環境学習施設等）
　○計量棟・車庫棟・洗車棟
　○緑地エリア
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②
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項
等

　環境センター建設事業の進捗に滞
りがないよう、進行管理に努めてい
く。

市民環境部③

平成２７年度　目標管理シート　（課別組織目標）

課かい名 課かい長名

組織目標

　市長八策の一つである「八代市環境センターの平成２９年度完成」を課の重点事業の柱とし、平成２７年度の組
織目標として、下記の事業の推進・実現に取り組んでいきます。

　・環境センター建設工事に係る基本設計・実施設計を行います。

　・環境センター建設地用地の取得を行います。

　・環境影響評価事後調査を実施します。

課重点事業 ①具体的目標（当該年度で、何を（どのよう
な現状を）どのような状態にするのか）

②課題、特記事項等

具体的目標を達成するための
具体的な方法、手段、スケジュール等

・上半期（４月～９月）における進捗状況（活動
　実績等）
・下半期（１０月～３月）に向けた課題等

中
間
進
捗
度

・目標達成のために行った取組（活動実績等）
・その取組による効果(達成できなかった事由
  、理由等)

達
成
度

①具体的目標（次年度において、どのよう
　な現状をどのような状態にしたいのか）

②課題、特記事項等

今年度取り組む重点施策とその具体的目標等

変更内容

中間レビュー　（10月1日時点） 目標の達成状況（3月末時点見込） 次年度に向けて（引継ぎ事項）

関連重点施策番
号・支所重点事業

番号

環境センター建設課 山口　敏朗
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業番
号

課重点事業 ①具体的目標（当該年度で、何を（どのよう
な現状を）どのような状態にするのか）

②課題、特記事項等

具体的目標を達成するための
具体的な方法、手段、スケジュール等

・上半期（４月～９月）における進捗状況（活動
　実績等）
・下半期（１０月～３月）に向けた課題等

中
間
進
捗
度

・目標達成のために行った取組（活動実績等）
・その取組による効果(達成できなかった事由
  、理由等)

達
成
度

①具体的目標（次年度において、どのよう
　な現状をどのような状態にしたいのか）

②課題、特記事項等

今年度取り組む重点施策とその具体的目標等

変更内容

中間レビュー　（10月1日時点） 目標の達成状況（3月末時点見込） 次年度に向けて（引継ぎ事項）

関連重点施策番
号・支所重点事業

番号
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　各年度における業務が確実に実施
されるよう、進行管理に努めていく。 ②
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　熊本県環境影響評価条例第３４条
の規定に基づき、平成２２年度～平
成２５年度に行った環境影響評価の
事後調査を、平成２７年度から平成３
０年度までの４カ年間に渡り、工事着
手前、建設工事中、施設完成後の各
期間の調査を実施し、環境の状況を
把握するもの。
　平成２７年度は、工事着手前の調
査を実施し、環境の状況を把握す
る。

　平成２７年度から平成３０年度の４ヵ年にわた
る調査期間中、年度毎に調査結果を取りまと
めていく。
　業務完了後（平成３１年度）は、調査結果を県
知事に提出すると共に１ヶ月間の公告・縦覧に
供する。
　平成２７年度は、工事計画・工事方法・環境
保全対策の実施状況及び、現地における水
質・植物・魚類・底生生物について調査を実施
し、環境の状況を把握する。

環境影響評価事後
調査

①
具
体
的
目
標


